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音楽を通して
交流し、支援し合い、

山形を盛り上げるパワーに。

特別対談

飯森範親
山形交響楽団音楽監督

結城章夫
山形大学長

それぞれの立場での地域貢献が大いに期待される

山形大学と山形交響楽団。そのトップである結城学長と

音楽監督・飯森範親氏の対談が、新緑萌える5月に

山形県郷土館（文翔館）館長室を会場に実現しました。

音楽を愛し、ここ山形を愛する者同士、

音楽との出会いや山形の魅力、これからの地域貢献、

山形をいっしょに盛り上げていくための

交流・協力のあり方などについて熱く語り合いました。

【司会進行】　藤野祐一山形大学教授
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藤野　今日はお忙しいところありがとう
ございます。これから飯森さんと結城学
長との対談を始めさせていただきたいと
思います。では最初に、プロとアマチュ
アという違いはありますが、音楽との関
わりが深いお二人ということで、それぞ
れの音楽との出会いや人生における音楽
とは、そんなテーマでお話を伺いたいと
思います。まず、結城学長に口火を切っ
ていただきましょうか。

結城　私は、素人ながら音楽は好きな方
だと思っています。きっかけは、高校で
の合唱活動。三年間、男声合唱と混声合
唱の両方を一生懸命やりました。もう40
年も前の話になりますが、当時の山形東
高には、阿部昌司先生というとても熱心
な音楽の先生がいて指導をいただいたも
のです。当時は、NHKと全日本の合唱
コンクールでは、だいたい東北代表にな
っていました。その後、東京に出て仕事
に就いて、とても忙しかったものですか
ら音楽からはだいぶ遠ざかってはいまし
たが、また歌いたいという気持ちになり、
ここ10年は社会人合唱団で歌い続けてい
ます。最近は、山響さんの演奏会には毎
回行かせていただいています。
藤野　では、音楽のまっただ中にいらっ
しゃる飯森さんは？
飯森　私の父方の祖父がチェロをやって
いて、京都大学時代にあの指揮者の朝比
奈隆氏とカルテットをやっていたらしい
です。そんな環境におりましたので父に
とってもクラシック音楽は常に身近にあ
ったようですね。父は広告代理店マンで
音楽家ではありませんでしたが、やはり
音楽と関わる仕事がしたかったらしくて
ずっとレコード会社の担当をしていまし
た。そのおかげで家には日本版のクラシ
ック音楽のレコードはすべてそろってい
ます。そういう点でも音楽をやる環境が
整っていたのかなぁと思いますね。3歳か
4歳のころにチャイコフスキーのピアノ
コンチェルトを聴いて、この楽器をやり
たいと言ったらしいんですよ。それでピ
アノを買ってもらい、ヤマハの音楽教室
に通い始めたわけです。そして、10歳の

頃にたまたま聴いた「ボレロ」に触発され
て、子供心に感動し、この曲を指揮して
みたいと思ったのが指揮者になろうと思
ったきっかけです。でも、高校は普通高
校だったので桐朋学園大学の指揮科に入
るのはすごく難しくて、外部の高校から
現役で入ったのは私が初めてだったらし
いです。一日の睡眠時間は3～4時間、と
にかく必死で勉強しましたね。
藤野　飯森さんのお話
を伺いますと、生まれ
たときから音楽家にな
られる環境にあって、
しかもそれに加えて大
変努力されている。そ
ういった飯森さんのお話をぜひ今の小・中
学生や高校生、大学生たちに聞かせたい
ですね。では次に、山形の魅力について
ですが、国際的にも活躍されていて、世
界を知っている飯森さんの目に映る山形
の魅力についてお聞かせください。

飯森　まず、山形の県民性が本当に純朴
というか、何事も真っ直ぐで素直という
印象です。そして、自然が豊かで食べ物
がおいしい。さらに、音楽家として申し上
げますと、ヨーロッパの有名な作曲家た
ちが自然を求めて出かけたリゾート地と
山形の地理的な環境が非常によく似てい
ると感じています。水と緑が豊かで、そ
して澄んだ太陽があるという点で。今日も

白鷹町の最上川に行ってきましたが、ヨ
ーロッパにある大河の畔の雰囲気と酷似
していると。ですから、こうした自然豊
かな環境下で音楽をやらせてもらえると、
ヨーロッパでやっているのとほとんど違
和感がないんです。オーケストラも、こ
の環境の中にいますから山形交響楽団の
人は汚い音を出さない。今日もラフマニ
ノフやショパンの曲を合わせましたけど、

本当に音がきれい。けっして汚い音を出
さないんです。音色美に対する感性とい
うのは、周りの環境に非常に大きく影響
を受けるということは感じますね。
藤野　結城学長は山形生まれですが、ず
っと山形を離れて活躍されてきて、再び
戻ってこられて改めて感じる山形の魅力
とはどんなところでしょうか。
結城　40年ぶりに生まれ故郷に戻ってき
たわけですけれども、改めて山形は暮ら
す場所として素晴らしいと思っています。
東京に長く暮らし、アメリカやオースト
ラリアにも住んでいましたが、子どもの頃
にはわからなかった山形の人の優しさや
信心深さ、精神性の高さのようなものを
実感しています。そして、自然環境とい
う点では、四季の移り変わりが非常に鮮
やか。特に、学生が勉強に打ち込む場所
としては、この山形の町、そして米沢や

山形での演奏は、ヨーロッパで
やるのと違和感がない。 飯森

飯森範親
いいもりのりちか●山形交響楽団音楽監督／神奈川県出身。桐朋学園大学指揮科卒業。ベルリンとミュンヘンで研鑽
を積む。特に豊かな音楽性と表現力は世界的に高く評価されている。2006年度芸術選奨文部科学大臣新人賞、第51
回山新3P賞など受賞多数。現在、山響の他、東京交響楽団正指揮者、ドイツ・ヴュルテンベルク・フィル首席客演指揮
者、いずみシンフォニエッタ大阪常任指揮者などを兼任している。
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鶴岡にもキャンパスはありますけれども、
アメリカの大学町のような佇まいで大学
の立地としては非常にいいと思っていま
す。学生が人生をどう生きるべきかをじっ
くりと考える場所として、山形は、東京
や仙台よりも優れていると感じています。
藤野　今度は、山形交響楽団の音楽監督
としての飯森さんにお聞きします。国内

外、さまざまなオーケストラと比べて“こ
れが山形交響楽団の特徴だ”というとどん
なことがあげられますか。
飯森　心に余裕があるというか、団員のみ
なさんのモチベーションが非常に高いと
いうことです。プロのオーケストラなわけ
ですから当然モチベーションは高くなく
てはいけないわけですが、都内のオーケ
ストラの多くは過密な公演スケジュール
でなかなか集中できないといった状況に
あります。その点、山形交響楽団の場合は、
気持ちにゆとりをもって自分の納得のい
くところまで突き詰められる、そういう
オーケストラはそんなにないと思います。
藤野　結城学長は、いろいろなオーケス
トラの演奏をお聴きになっていると思い
ますが、飯森さんが指揮される山形交響
楽団にはどんな印象をお持ちですか。

結城　非常に音が澄んでいると思います
ね。特に弦が素晴らしい。弦楽器という
のはオーケストラのレベルを如実に物語
りますからね。
飯森　いい奏者が入ってくれるようにな
りましたしね。
藤野　それもやっぱり、飯森さんの魅力、
お人柄に惹かれていい
プレーヤーが集まって
来るんじゃないかなと
私は思うんですが。
飯森　それはどうかわ
かりませんが、確かに
中央でも十分に活躍できる優秀なプレー
ヤーががんばってくれているのでありが
たいなと思っています。逆に中央から来
られるプレーヤーも十分に納得できるオ
ーケストラだとは思いますね。

藤野　それでは、話題を少し進めまして、
最近よく言われる地域との連携というこ
とで、大学と地域、大学の地域貢献とい
うことについてお話しいただきたいと思
います。山形大学では結城学長になって
から「結城プラン2008」というものを打ち
出しました。その中でも山形大学として
の地域との関わりについていろいろ謳っ
ていますが、結城学長から少しその中身
をご紹介いただきたいと思います。
結城　山形大学は山形県唯一の国立大学

ですから、地域貢献も大きな役割の一つ
と位置づけています。大学は「知の拠点」
として、知の継承、これは教育というこ
とで若い人に知を伝えていくことと、新
しい知を創ることなど、いろんな面で山
形の知の拠点として貢献していかなけれ
ばならないと考えています。山形大学は

この山形のキャンパスと米沢に工学部が
あり、鶴岡に農学部がある分散キャンパ
スなんですね。これは経営上は非常にや
りにくい、不便な面もありますけど、か
といってどこか一カ所に集めようという
ことを私は考えません。といいますのは、
分散キャンパスというのは県内の主要都
市に拠点があるということで、全県に展
開して根をはっていると思えば、地域貢
献という点からはこのままのカタチの方
がむしろやりやすいと思っています。
藤野　地域連携といえば、飯森さんは山
形交響楽団との関わりの中で多大な地域
貢献をされているのではないかと私は思
っています。たとえば、今の山響さんの名
刺の中にキャッチコピーがありましたよ
ね。「食と温泉の国のオーケストラ」……。
飯森　はい、それは私が考えたものです。
藤野　こういうアイデアというか、いろ
んなところに飯森さんの考えが出ている
んじゃないかと思いますけれども、飯森
さんは地域とのつながりでどんなことを
大切にされているのか、どんなことに注
意されているか、ファンサービスの面も
含めてお聞かせください。

飯森　クラシック音楽というのは、いろい
ろな方々の嗜好の中でもまだかなり特殊
なジャンルだと思うんです。ただ、最近
は某マンガとかテレビドラマなどのおか
げでかなり一般化してきていまして、ク
ラシック音楽への理解や興味が高まって
きていると思います。でも実は、性別や
年齢層によっても嗜好は違うし、それら

東京よりも仙台よりも山形は
大学の町としていい。 結城

結城章夫
ゆうきあきお●山形大学長／山形
県出身。東京大学工学部物理工
学科卒業。米国ミシガン大学大学
院原子力工学科（工学修士）。科学
技術庁入庁、文部科学省大臣官房
長、文部科学事務次官等を歴任の
後、2007年9月より現職。

飯森氏指揮による山形交響楽団の第184回定期演奏会の様子。開演前に行われる指揮者によるプレ・トークや
終演後ロビーで開かれる指揮者や楽団員との交流会など、多彩な企画でも楽しませてくれる。
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さまざまなニーズに合うような取り組み
をしていかなければならないと思ってい
ます。例えば、0歳児から4歳までの乳幼
児に限定した30分ぐらいの演奏会をやる
とか。小さいときの子どもの感性は、や
はり大人が育ててあげるしかない。自発
的にというのは無理なわけですから。そ
ういった人たちのためにも、われわれ山
形交響楽団が門戸を広げていかなくては
いけないのだろうと考えています。
藤野　すごいですね。指揮者である飯森
さんが、お客様側からの目線で、性別や
年齢などといったニーズという中身で話
されたのでちょっとびっくりして、大学
としても大変参考になりますね。
飯森　いや、音楽家ってサービス業じゃ
ないですか。だから、ニーズがなかった

ら成り立たないわけで、どのようにした
らそのニーズを広げられるかいつもアン
テナを張り巡らせているわけです。
結城　コンサートの前のあのプレトーク
は素晴らしいサービスだと思いますね。
飯森　プレトークに関しては、必要ない

という人もいます。でも、一般的にはプ
レトークがあるとコンサートにスーッと
入っていけるとおっしゃってくださる方
が非常に多いので続けていますけどね。
藤野　さて、ここからはですね、いよい
よ山形大学と山形交響楽団の交流という
ことでお話を進めていきたいと思います。
昨年、東京でのさくらんぼコンサー
トの時に山大の学生10数名が関
わらせていただきました。会議や
勉強会をしたり、山響さんの練習
に参加したり、飯森さんのリハー
サルを見学したり。音楽を学んでい

る学生たちにとって本番を観るのはもち
ろん勉強ですが、練習風景を拝見した学
生たちにはすごく刺激になったようです。

結城　山形交響楽団は山形の宝であり、わ
れわれの誇りだと思います。山形大学と
しても山響さんにできるだけの支援をし、
協力関係を築いていきたいと考えていま
す。一つは山形大学が山形交響楽団の法
人会員になる方向で検討、調整している
ところです。若干なりとも支援していき

たいと思っています。
山形大学には音楽の
専攻コースがありま
すので、そういった
学生たちとより交流
を持っていただけれ
ば素晴らしいと思っ

ております。
藤野　今、山形交響楽団からは４名の方

に非常勤講師として来ていただいていま
す。実質はすでに少し交流はあるんです
ね。ただ、私としては何かの機会に飯森
さんにキャンパスまでお越しいただけな
いものかと思っています。飯森さんの方
から何か交流のアイデアなどがありまし
たら……。
飯森　日本人の音色美に対する感性はと
ても中途半端で、いい音を聞き分けられ
ないという人が増えているんです。そう
いう学生たちに対して、音楽と絵画を結
びつけて、たとえば、この音楽のイメー
ジは何色？と問いかけながら進める授業
はどうか、などと考えています。そして、
山形大学と山形交響楽団、今後はさらに
さまざまな接点を持って、山形の文化、教
育を一緒に盛り上げることができたらと
思っています。
結城　今日の対談の総括をしていただい
たようで。これからもよろしくお願いい
たします。
藤野　本日は実に実り多いお話をいただ
きありがとうございました。

「食と温泉の国のオーケストラ」
私が考えました。 飯森

藤野祐一
ふじのゆういち●山形大学地域教
育文化学部教授／山形県出身。東
京芸術大学音楽学部声楽科卒業。
同大学院オペラ科修了。バリトン
として「フィガロの結婚」「カル
メン」など数多くのオペラに出演。
山形声楽研究会会長。

毎週火曜日には山形交響楽団の楽団員が山大の非常勤講師として学生の指導にあたっている。基本的にはマンツー
マン指導。先生が自ら演奏し手本を示すなど、熱心な指導ぶりには定評がある。
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　理学部では、この度、中華人民共和国の
福
ふっ

建
けん

師範大学及び北京林業大学理学院と、
それぞれ学術交流協定を締結することにな
りました。
　これまで理学部では、大韓民国の大

て

邱
ぐ

大学校自然科学大学及び釜
ぷ

山
さん

大学校自然
科学大学の2機関と学術交流協定を締結し、
様々な活動を通じて学術の発展に寄与して
きましたが、これで、アジア地域における
交流の場が大きく広がることになります。
　学生交流・研究交流をより一層活発に行

い、各機関との協力関係も深めながら、理
学部では、今後とも、積極的な活動を展開
していきたいと考えています。

※福
ふっ

建
けん

師範大学との協定書は平成20年4
月1日（火）から発効。北京林業大学理学院
との協定書は平成20年6月1日（日）から
発効。

　学生にとって勉学と研究、そして人間
形成の場となる大学キャンパスにとっては、
施設としての機能だけでなく、景観・美観も
大事な要素と考えられています。山形大学
では、キャンパスが学生にとって快適な空
間となるよう、ゆとりとくつろぎを感じる
心地よい空間創りを行っています。
　人文学部では、学部のエントランスホー
ルの改装を行い、木質を基調とした落ち着
きと安らぎのあるインテリアで心地よさを
提供しています。また、学生用多目的室の
増設や中庭の緑地整備なども行い、学生に
とって居心地良いアメニティ空間を創出し
ています。
　地域教育文化学部では、1号館の耐震化
工事とトイレの改修工事に続いて、壁や床
の改修・改装、ドアの取り替えを行い、建物
が明るい空間へと再生しました。また、入
口の外装と誘導路をリニューアルし、以前
よりも明るい雰囲気が訪れる人を誘ってく

れます。
　理学部では、理学部1号館の改修工事に
あわせ、エントランスホールの一部を吹き
抜け空間とすることにより、自然採光が豊
富で明るく開放的なゆとりある空間を演出
しています。学生が多目的に使用できるサ
イエンスプロムナードも同様に、自然採光
を活かした光溢れる空間としてリニューア
ルしました。
　また、昼食時の混雑緩和のために行った
大学会館食堂の増築工事では、屋外テラ
スを設置し、開放的で自然を感じる空間と
して利用する学生に好評を得ています。学
生サービスの向上としては、気軽にくつろ
げる図書館ラウンジの設置、課外活動の充
実に向けた小白川体育館の改修・改築や学
生のためのワンストップサービスを目指し
た工学部学生センターのリニューアルなど、
山形大学ではキャンパス整備においても「学
生が主役の大学創り」を目指しています。

山形大学理学部と福建師範大学との学術交流協定書

地域教育文化学部入口と誘導路

人文学部エントランスホール

理学部サイエンスプロムナード外観 食堂屋外テラス

理学部
Faculty of Science

学生にとって居心地良い空間創り
～「学生が主役の大学創り」を目指して～

学術交流協定を締結しました

地域教
育文化

学部

Faculty of

Education, Art and Science

人文学部
Faculty of
Literature and Social Sciences

理学部
Faculty of Science
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各学部からさまざまな話題や近況が届きました。
山形大学の多方面での活動、活躍にご注目ください。

　医学部では、4月4日（金）に医学部進学
式、4月8日（火）に医学部入学式を行いま
した。
　医学部進学式は、1年次に小白川キャン
パスにおいて教養教育を履修の後、専門教
育を学ぶため、2年次に飯田キャンパスに
進級してきた医学部の学生が対象となりま
す。式では、医学部長告辞により、これか
らの医療人としての心構えなどが述べられ、
学生達は真剣な表情で聞き入っていました。
　更に今年から、これらの式に出席する教

授は、学識者の正装である「アカデミック
コスチューム」のガウン、フード、キャッ
プを着用することとしました。
これは指導に当たる教授陣が
「学識者の正装」を身に着ける
ことで、学生達の向学心を育
てると共に、母校への思いを
強くして欲しいとの思いから
で、日本の国立大学医学部で
は初めての試みとなります。
　式の様子や教授陣のガウン

　1910年工学部の前身である米沢高等工
業学校が開校し、その2年後、応用化学科
に秦逸三教授が着任、ビスコース人絹の研
究に着手しました。それまでは、絹、綿、
麻のような天然素材しか無かったのです。
この研究に注目したのが鈴木商店の大番頭
であった金子直吉氏、鈴木商店の子会社の
東工業を通して研究費を提供しました。数
年後、金子氏は、この研究を事業化し、米
沢市館山の地に米沢人造絹糸製造所を発足
させました。今でいう大学発ベンチャーの

先駆けです。その後、秦逸三教授は米沢高
等工業学校を依願退職し、米沢人造絹糸製
造所の技師長として人絹工業発展のため尽
くしました。後に、会社は米沢から広島へ
移転し、現在「帝人」と名を変え、今年6月
17日（火）で創立90周年を迎えるほどの発
展を遂げております。
　秦逸三教授の業績は、米沢キャンパスに
ある重要文化財の2階に展示されており、
会社の跡地を望む高台には「人繊工業発祥
之地」と刻まれた碑が帝人によって建てら

　農学研究科再チャレンジ制度入学者特別
カリキュラムとして開講する講義を、一般
の市民の方々へも開放し農学研究のトピッ
クを紹介する「農学の夕べ」を昨年度から開
催しています。
　昨年は農学部の教員16名で講義を実施
しましたが、今年は農学部の教員に加え、
客員教授や学長、学外者を交えて30名で
実施することになりました。原則として毎
週木曜日、6月5日（木）から来年の2月5
日（木）まで実施を予定しています。

　昨年は学校帰りの高校生の方や、会社帰
りの方、庄内で実際に農業を行っている方
など、様々な職業・年齢の方が来てくださ
いました。初めて大学構内に入った方も多
く、大学をより身近に感じていただけたよ
うです。最終講義の後に行ったアンケート
には「来年も楽しみにしています」との意見
があり、農学への関心の高さがうかがえま
す。

着用の姿は、新聞やテレビでも報道され、
好評を得ていました。

れています。
　工学部は、2010年に創立100周年を迎
えます。

農学部
Faculty of Agriculture

「農学の夕べ」を
リニューアルして実施

医学部
Faculty of Medicine   医学部進学式及び入学式で、

アカデミックコスチュームを着用

工学部
Faculty of Engineering 産学共同ベンチャーが

90年の歴史を刻んでいます
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　東京近郊育ちで、都内の高校に通ってい
た小山先生は、その雑踏を抜け出したいと
北海道の大学に進学。大学院修了後も北海
道に残り、林業試験場で働くうちにブナ林
と出会い、新緑のブナ林にすっかり魅せら
れてしまったのだという。
「一時はブナが伐採され
て杉が植えられた

時期もありましたが、日本の森は放ってお
けばブナ林になるというぐらい、日本の原
風景はブナ林なんです」と、私たち日本人
にとってブナがどんなに特別な樹木である
かを力説する小山先生。そんな小山先生に
とって、森林に占めるブナの割合が最も高
い山形県は理想郷。常に身近にブナ林を感
じられる鶴岡でブナの研究に明け暮れる
日々。所属が農学部ということで、「食」と
してのブナの実という新しい課題も加わり、
研究にも一段と熱が入っている様子。

ブナ林での地道な調査から
自然界のリズムを読み解き
人間社会との共生のヒントに。

小山浩正　農学部生物環境学科准教授　

一年後にブナの実が豊作になるか、凶作になるかを予測する研究に取り組ん
でいるのが小山先生。予測はすでに9割近い確率で当たっている。その成果は、
ブナ林を効率的に再生させるためのデータになったり、人里への熊の出没警
報に役立てたり、ブナの実を稀少食品として活用したり、意外なほどの広が
りをみせている。そこには、小山先生のブナに対する並々ならない思いが感
じとれる。ここまで小山先生を夢中にさせるブナの魅力や不思議に迫ってみた。

　どんな植物にも豊作の年、凶作の年とい
ったバラツキはあるもの。ところが、ブナ
の場合はその豊凶の差が激しく、研究者
の関心を集めた。豊作は平均で5年に一度。
実は、ブナにはブナヒメシンクイという蛾
の天敵がいて、ブナの豊凶は、その天敵か
らの生き残り策という説が有力。毎年豊作
だと、ブナの花を食べる天敵の蛾が増え続
け、ブナは子孫を残せない。そのため、わ
ざと凶作の年をつくって蛾の餌を減らして
激減させ、天敵の数を十分に減らしてから
一斉に花を咲かせることで食害を逃れてた

都会暮らしに辟易。
北海道でブナに出会い、
鶴岡でブナ林と向き合う日々。

生き残りをかけたブナの実豊凶作戦。
その豊凶予測は、ブナ林再生や
クマの出没警報などにも有効。

ブナの枝。太い冬芽の数から翌年
の豊凶が予測できるという。上の
枝が凶作の枝、下の枝が豊作の枝。

小山浩正
こやまひろまさ●農学部准教授
／千葉県出身。北海道大学農
学部卒業。同大学院農学研究科
修士課程修了。北海道立林業試
験場に11年間勤務した後、平
成14年より現職。博士（農学）。
専門は森林生態学、地域生態学。

研
究
室
訪
問

 【
農
学
部
】
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　小山先生がそうであったように、新緑の
ブナ林を目の当たりにした人の多くは、そ
の美しさに魅了され、心癒やされるという。
ブナ林には人を引きつける観光としての要
素も十分にある。このブナ林の魅力に5年
に一度しか豊作にならないという希少性を
プラスして、5年に一度のブナの実拾いツ
アーなどが企画できればおもしろいと小山
先生は考えている。もちろん、ブナの実の
豊凶予想が的中することが大前提の企画で
ある。4年に一度のオリンピック以上に稀
少な、セレブ感あふれるツアーになりそう
だ。このように適度に人を里山に招き入れ
ることによって、かつて人々が出入りし活
用することで保たれていた里山本来のリズ
ムに近づけることができるという。自然を
守るということは、決して人が立ち入らな
いということではないらしい。

　さらに、アイデアマンの小山先生は食品
としてのブナの実にも注目。クルミのよう
な味がしておいしいということで自ら「ぶ
なっつ」と命名し、学生たちと「ぶなっつケ
ーキ」の試作などにも挑み、こちらも5年
に一度しか食べられない稀少なスイーツと
して商品化をめざしている。
　この小さなブナの実を通して、小山先生
は学生たちに森林の生態から商品開発まで、
幅広い知識や体験を提供しているようだ。

くさん実を結ぶことができる。つまり、こ
れが豊作。身動きできないブナが時間差を
使って難を逃れているというのだ。これが
本当なら自然界の知恵に改めて感服する。
　さて、その豊凶の予測はどのように行っ
ているかというと、秋に出た冬芽の太さで
判断する。約5ミリの冬芽の数が多ければ、
翌年は豊作になる。この予測方法はクマの
警戒システムの構築にも応用できるかも知
れないと期待されている。ブナが凶作だと
餌に困ったクマが人里に下りてくる可能性
が高くなるわけだから。

5年に一度という
希少性を逆手にとって
期間限定のツアーや商品を企画。

ブナの実。右の殻の中に左のような実が
ふたつずつ入っている。さらに、その殻
をむくと黒い皮に覆われた白い実にたど
り着く。その味はクルミに似ている。

小山先生らが商品化を進めているブナの実を使った「ぶなっ
つケーキ」。“ぶなっつ”とは、ブナとナッツを組み合わせた
小山先生のネーミング。
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Yamadai SEIKA Relay

山大聖火リレー
山形大学で学んだこと、過ごした日々、

それらはやがてさまざまな成果となって、社会に燦々と火を灯す。
現役山大生やOBたちが各方面で活躍する姿を追った。

1 2 3

　実家のある高畠町から近く、従兄弟が卒
業生という身近さもあってごく自然に山形
大学への進学を希望したという我妻さん。
映画と文学と美術が好きで人文学部人間文
化学科に入学、そこでの出会いや学びによ
って映画がますます好きになっていったと
いう。特に、中村三春先生の映像論の授業
に興味を覚え、卒業論文として「日本イン
ディペンデント映画史」に取り組んだ。中
村先生のゼミに入っていなければ映画がこ
んなに好きになることも、今の仕事に就く
こともなかったに違いないと振り返る。大
好きになった映画との接点を増やすために
大学だけではなく、いろんなところでいろ
んなことを吸収した。映画館に通い、山形
国際ドキュメンタリー映画祭を観に行った

り、仙台の学生映画祭にスタッフとして
参加したり、地元ということで友達も多く、
環境も合っていたのでいろんな活動を楽し
んでやることができた。
　卒論を書くために訪ねた人々との出会い
に導かれて最初の就職先が決まり、さらに
そこでの経験を生かして東宝宣伝部への入
社がかなった。今は、新聞や雑誌などの媒
体で映画を紹介してもらうために役者のイ
ンタビューをコーディネートしたり、完成
披露試写会などのイベントを構築したり、
評論家やライターに映画を観てもらってレ
ビューを書いてもらったり、などのパブリ
シティという仕事をしている。最近担当し
た作品は「砂時計」「クローズド・ノート」
「涙そうそう」など。さらに、『「イキガミ」

という松田翔太さんの主演作と「K-20 怪
人二十面相・伝」というお正月映画を担当す
るので、ぜひ観てください』と、ここでも
宣伝部としての仕事を忘れない。
　大学で学んだ映画論、演劇、美術、各文
化演習、それらすべてが展覧会に行ったり、
本を読んだりする際の下地になっていて、
その知識が仕事にも生かされていると感じ
るという我妻さん。「大学時代は自分が好
きなことを思いっきりできる時期。授業を
楽しむのもよし、バイトで社会勉強するも
よし、恋愛で学ぶもよし、旅するのもよし
…。なんでも自分が好きなことを思いっき
りやっておけば後悔しないはず」と後輩た
ちにアドバイス。自ら学生時代を悔いなく
過ごして今があるという自信に満ちている。

大学での学びを通して深まった映画への思い。
大好きな映画の世界で忙しくも充実の日々。

東宝社内で話題作のパンフレットを前にパチリ。仕
事柄、役者や監督といっしょになる場面も少なくない。
そんな時はさすがに気をつかうという。多忙ながらも
充実した日々を伺わせるにこやかな表情が印象的。

長澤まさみ主演の映画『タッチ』の球場での撮影シーン。
急きょ観客としてエキストラ出演することに。どんな
場面でも臨機応変な対応が求められる映画の世界。こ
の業界にいればこその稀少な体験も少なくない。

懐かしい学生時代の写真。「山形国際ドキュメンタリ
ー映画祭」のスタッフのみなさんと『ボディドロップア
スファルト』の和田淳子監督といっしょに記念撮影し
たときのもの。2列目左から3番目が我妻さん。

我妻千津子　東宝株式会社宣伝部勤務

1

2

3
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今回のランナー：

　近年の山大女子バスケットボール部の
活躍ぶりには目覚ましいものがある。イ
ンカレ（全日本学生選手権）で2年連続ベス
ト8入りを果たすなど、地方の総合大学と
しては異例の快進撃。佐藤さんは1年の時
からレギュラー入りし、一昨年のインカレ
でも活躍、ベスト5に大いに貢献した。ま
た、同年開催の「のじぎく兵庫国体」でも山
形県成年女子チームの一員として初の全国
制覇を達成。身長176cmとセンタープレ
ーヤーとしては小柄ながらリバウンドに強
く、昨年のインカレでは最多リバウンドの
個人賞を獲得している。こうした活躍が
認められ、佐藤さんは今年3月に全国から
選抜された32人による合宿に参加し、最
終的に本年度の22歳以下日本代表候補16

名に選ばれたのだ。「高校までは全国レベ
ルの選手ではなかった。チャンスをもらえ
て光栄」さらにさかのぼれば「山大に入れる
とは思っていなかった」と謙虚な発言が続
く。ラッキーを強調する佐藤さんだが、も
ちろんそうではない。大神監督の言葉を借
りれば、「不器用だが一生懸命にプレーす
る選手」。その一生懸命さがチームに勝機
をもたらし、佐藤さん自身にチャンスを招
き入れているに違いない。本年度はユニバ
ーシアード大会が開催されないため、代表
候補としての活動はないものの、セレクシ
ョン合宿での経験や代表候補としての自信
と自覚が佐藤さんにもたらしたものは大き
い。かつて全日本学生選抜チームに選ばれ
た先輩がそうだったように、佐藤さんも今

回の貴重な体験を言葉と行動の両方でみん
なに伝えていきたいという。監督もチーム
全体への波及効果を期待している。
　月曜以外は毎日朝練・放課後練習、そん
なバスケ漬けの日々で、佐藤さんには勉学
面でもしっかりとした目標がある。保健体
育の先生になるという小さい頃からの夢を
実現するためにスポーツ文化コースで頑張
っているのだ。ちゃんと両立させながら、
まずチームとしてインカレで念願のベスト
4の壁を破ること。そして、来年度もぜひ
22歳以下日本代表候補となってユニバー
シアード大会に出場すること。そのために
はプレーの幅を広げなければと課題も痛感
している。“一生懸命”が佐藤さんをさらに
進化させるはず、期待は高まる。

チームメイトに恵まれ、心身共にのびのびプレー。
念願のベスト４入りと再度の日本代表入りを目指して。

5月に開催された「平成20年度南奧羽春季バスケット
ボール大会」での迫力ある試合風景。この大会でも佐
藤選手は大活躍をみせた。山大女子バスケ部は優勝し、
佐藤さんは個人賞で優秀選手賞を受賞した。

昨年の全日本大学選手権東北地区予選で3連覇した時
の喜びの表情。2列目左から3番目が佐藤さん。イン
カレでは2年連続ベスト8入りを果たした。チームメ
イトの仲の良さも山大女子バスケ部の強み。

山大の体育館で行われた高校バスケ部との合同練習で
の一コマ。練習試合形式で軽く対戦。青いビブスが山
大で赤が高校生。さすがお姉さんの貫禄、シュート数
も得点も山大がリードしていた。

佐藤知穂　地域教育文化学部文化創造学科3年

我妻千津子
わがつまちづこ●山形県高畠町
出身。人文学部人間文化学科
2001年度卒業。大学時代に映
画が大好きになり映画の世界へ。
現在は、東宝の宣伝部でパブリ
シティを担当。より多くの動員を
めざして作品の魅力をアピール
している。

佐藤知穂
さとうちほ●山形県鶴岡市
出身。小学生からずっと熱
中してきたバスケットボール。
山大女子バスケ部の主力メ
ンバーとしてインカレや国
体でも活躍。本年度U-22
日本代表候補に選ばれた。

1

2

3
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最上町

エリアキャンパスもがみ

もがみめぐり
3シリーズ

「エリアキャンパスもがみ」は、最上地区8市町村の豊かな自然環境を教育・研究・地域連携に生かそうと平成17
年４月にスタートした大学と地域の新しい連携モデルです。最上広域圏全体をキャンパスに見立て、さまざまな
フィールドワークや地域住民と教職員・学生との交流などを展開。山形大学のキャッチフレーズである「地域に根
ざし、世界をめざす」やテーマとしている「自然と人間の共生」を具体的な形として実践しています。この「もがみめ
ぐり」シリーズでは、毎回、一つの市町村をピックアップ。その地域の魅力とそこでの活動内容を紹介します。

1 夏にはさまざまな自然体験ができる「前森高原」。  2 「吹奏楽でまちを楽しくしよう」プロジェクトで最上中学校の吹奏楽部
メンバーを指導している様子。  3 フィールドワーク「交流　地域の活力に触れよう」で巨木探訪。最上町東法田地区にある
山形県指定天然記念物の大アカマツにて。  4 同フィールドワークで、マスコットキャラクターの着ぐるみを着て祭りに参加。
大いに盛り上げ、地域の人々ともふれあった「産業祭り」。  5 前森高原内の大場満郎冒険学校にて大場氏より講義を受ける
学生たち。  6 「もがみまつり」で豪快な花笠踊りを披露する“四面楚歌”の雄姿。

　エリアキャンパスもがみ、最上町では2つ
のフィールドワークと要請を受けての2つの
派遣活動を実施しています。「冒険家との語
らいと特産物づくり」というフィールドワー
クでは、最上町在住の地球両極徒歩単独踏
破の冒険家・大場満郎氏との語らいの中から
自己実現のヒント等を吸収しています。また、
アスパラガスやサクランボの栽培農家での収
穫体験や出荷施設見学などを通して町への理
解を深めることも狙いの一つです。もう一つ
のフィールドワーク「交流　地域の活力に触
れよう」では、秋の収穫祭や白川渓流公園環
境整備事業などのスタッフとして参画し、地
域の人々とふれあうことで地域の活力を感じ、
地域づくりのあり方を実践的に学んでいます。
　一方、最上町文化芸術による創造の町支援
事業「吹奏楽でまちを楽しくしよう」プロジェ
クトでは、院生や学生を演奏指導者として派
遣しています。最上中学校吹奏楽部の活躍は
町民の大きな希望、そのさらなるレベルアッ
プにいっしょに取り組んでいるのです。そし
て、「もがみまつり」では山大の花笠サーク
ル“四面楚歌”が花笠踊りを上演することで祭
りの活性化に一役買っています。学生たちは
最上町の自然や文化、人々からたくさんのこ
とを学び、学生たちからは若さや元気といっ
たささやかなお返し。そんな微笑ましいギブ
アンドテイクが徐々に定着してきています。

山々に囲まれた緑と風の町、豪雪の町、世界的
冒険家のふるさとで生きる元気を育んでいます。

最上町は、山形県の北東部に位置し、宮城県、秋田県との
県境にある自然豊かな町。周囲を奥羽山系に囲まれた盆地
で、夏季には東風が吹き抜け、冬季は多雪という気候条件
の中、1万数百人の人々が農林業と観光を産業の中心とし
て生活しています。観光の中心は、瀬見温泉や赤倉温泉と
赤倉温泉スキー場でのスキー、そして夏場の前森高原での
自然体験などです。また、最上町は松尾芭蕉が奥の細道出
羽路の第一歩を記した地としても知られ、国指定重要文化
財の「封人の家」や尾花沢へ向かう途中に越えたという山
刀伐峠があり、芭蕉の足跡を訪ねる人も少なくありません。
自然、温泉、歴史、さまざまな癒しでもてなしてくれる静
かな町です。

1

2 5

3 4

6
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NEWS

研究発表の様子

研究発表後のディスカッションの様子

　2月19日（火）人文学部205講義室に
おいて、山形大学人文学部とハルビン工
業大学外国語学院の共催による、日本語
教育に関する国際シンポジウムが開かれ
ました。このシンポジウムは、昨年3月
に山形大学人文学部とハルビン工業大学
外国語学院が教育・研究に関する学部間
協定を締結したことにもとづいた、教員
間の研究交流の成果として行われたもの
です。また、両学部間の交流イベントと
しては、昨年9月に12日間にわたり人

文学部の学生12名と教員・職員4名がハ
ルビン工業大学で研修・交流を行った「異
文化間コミュニケーション実習」に続
く、第2弾と位置づけられるものです。
　シンポジウムのテーマは、「中国語母
語話者による日本語の文章をめぐって」
というものでした。発表者は、耿鉄珍（ハ
ルビン工業大学）、渡辺文生（山形大学）、
楊蔭（ハルビン工業大学）の3名で、ハル
ビン工業大学での日本語作文教育をもと
に、中国語母語話者にとっての日本語の
文章の書き方の習得に関する研究発表を
それぞれ行いました。文章を書くという
ことは、文法的な正確さだけではなく、
母語の違いや文化の差などさまざまな要
因が関わっていますが、昨年以来3名の
発表者が協力して収集した作文データの
分析をとおして、作文指導の課題などに
ついても議論が及びました。研究発表の
あとには、コメンテータの黒沢晶子（本

ハルビン工業大学と共催で日本語教育に関する国際シンポジウムを実施

国際交流コーナー

企画チームで考えた「ほいほいフリスビー！」
説明にも熱が入ってます！

ゲストのコリンさんとカナダの紙飛行機作り、
思い思いの形、デザインにして飛ばしました！

した。
　今年度のKIRAキッズクラブは残り3回
（10月、11月、2月）です。今回、ゲー
ム企画に携わり大変でしたが自分達が企
画したゲームで楽しんでくれている子ど
も達を見て、より身近に感じ活動するこ
とができました。何より好きなことを思
いっきりすることができたことが一番で
す。子ども達について、国際交流につい
て、イベントの企画・運営について、考
え深めるべき課題はたくさんあります。
それらを通じ、子ども達が、企画ボラン
ティアが“好きなことを、思いっきりで
きる”、そんな場を残った時間を使い作
ることができたら最高です。

午後は英語で「だるまさんが転んだ！」
みんな一緒に楽しみました。

　私達、異文化交流コースの学生は2年
前より河北町国際交流協会（KIRA）が主催
するイベント「KIRAキッズクラブ」に学
生ボランティアとして参加しています。
学生企画ボランティアチームができたの
は今年からです。それまではKIRAのス
タッフの方がイベントの内容、会場、昼
食の手配、スケジュール等の準備をし、
当日、私達学生が会場に行き、イベント
に参加する子ども達の活動のサポートや
昼食作りのお手伝いなどをする当日の活
動がメインでした。今回からは今までの
役割に加えイベントの一部を企画、運営
します。企画ボランティアを異文化交流
コースの2～4年生から6人募り、本番（6

月1日）の1ヶ月前から準備に取りかかり
ました。行ったゲームは韓国語のジャン
ケンを使ったゲームとフリスビーで得点
を競うゲームを実施しました。いずれも
企画ボランティアから出たアイディアを
みんなで練り、タイムスケジュール、用
具（フリスビーや得点板、賞品）などの準
備をKIRAスタッフの方のアドバイスを
いただきながら進めました。
　今回、私と一緒に活動してくれた企画
ボランティアはみんな就職活動や教育実
習などで忙しい中、毎週打ち合わせに
参加してくれ、本番においても初めての
ゲーム進行に奔走しながら子ども達とと
もに楽しむ姿がとても生き生きしていま

KIRA学生企画ボランティアとして

学生コーナー

学国際センター）、後藤典子（山形短期大
学留学生別科）の両氏を中心としてディ
スカッションが行われました。また、シ
ンポジウムには本学の結城章夫学長をは
じめ多くの本学関係者、地域の日本語教
育や日中の国際交流に関わる方々のご出
席をいただきました。どうもありがとう
ございました。
　山形大学とハルビン工業大学では、
学部間の交流協定から大学間の協定への
アップグレードが計画されており、今後
の交流の発展が期待されます。

地域教育文化学部 文化創造学科 異文化交流コース
4年　大沼　充
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YAMADAI 7-9月

　8月29日（金）　理学部（山形市）・工学部（米沢市）
問い合わせ／入試ユニット
　　　　　　TEL 023-628-4141

日時／9月6日（土）・13日（土）・20日（土）
　　　27日（土）・28日（日）　15：00～17：00
募集人員／一般の方 15人
場所／地域教育文化学部1号館共通13演習室（山形市）
参加費／ 3,500円
問い合わせ／地域教育文化学部事務ユニット　総務チーム
　　　　　　TEL 023-628-4304

日時／8月9日（土）　10：00～16：00
場所／S

サ イ タ

CITAセンター（山形市・理学部内）
募集人員／小学5・6年生、中学生及びその保護者 30人

●大学院理工学研究科（理学系）博士前期課程
　〈推薦〉7月12日（土）
　〈一般、社会人、外国人留学生〉
　8月19日（火）・20日（水）　理学部（山形市）
●大学院医学系研究科
　（医学専攻・生命環境医科学専攻）
　8月25日（月）　医学部（山形市）
●大学院医学系研究科（看護学専攻）
　8月29日（金）　医学部（山形市）
●大学院理工学研究科（工学系）博士前期課程
　〈推薦〉7月17日（木）
　〈一般〉8月21日（木）・22日（金）
　〈社会人〉8月21日（木）
　〈外国人留学生〉8月22日（金）　工学部（米沢市）
●大学院理工学研究科（工学系）博士前期課程
　（平成20年10月入学）
　〈一般〉8月21日（木）・22日（金）
　〈社会人〉8月21日（木）
　〈外国人留学生〉8月22日（金）　工学部（米沢市）
●大学院農学研究科
　9月5日（金）　農学部（鶴岡市）
●大学院理工学研究科（理学系・工学系）博士後期課程
　〈第一回〉8月29日（金）　理学部（山形市）・工学部（米沢市）
●大学院理工学研究科（理学系・工学系）博士後期課程
　（平成20年10月入学）

●社会文化システム研究科
日時／7月23日（水）　
問い合わせ／入試ユニット
　　　　　　TEL 023-628-4141

●工学部
　 アドミッション・オフィス入学試験（AO入試）（Aコース）
　〈第1次選考〉9月13日（土）　工学部（米沢市）
　〈第2次選考〉10月18日（土）　工学部（米沢市）
●医学部第3年次編入学（看護学科）
　9月1日（月）　医学部（山形市）
●工学部第3年次編入学（A・Bコース）
　8月30日（土）　工学部（米沢市）
●農学部第3年次編入学
　7月5日（土）　農学部（鶴岡市）
●大学院社会文化システム研究科
　〈推薦〉9月18日（木）
　〈一般、社会人、外国人留学生〉
　9月19日（金）　人文学部（山形市）

理学部

親子で体験!バイオロジー・6
ウニとイモリの卵を覗く観察会！

各学部9：30からスタート（受付／9：00～）
●人文学部／9：30～15：00
●地域教育文化学部／9：30～16：30
●理学部／9：30～16：30
●附属図書館・附属博物館
　館内案内ツアー
　9：30～16：30
※農学部の相談ブースも設置します。
　9：30～16：30

来場者には山形大学オリジナルグッズをプレゼ
ント！（数に限りがございます。）

学生食堂を営業いたしますのでご利用ください。

各キャンパス“最寄り駅”（山形駅、米沢駅、鶴
岡駅）から無料シャトルバスを運行いたします
のでご利用ください。
小白川C↔山形駅、飯田C↔山形駅、
米沢C↔米沢駅、鶴岡C↔鶴岡駅

在学生・職員が入試のことや学生生活のことに
ついて何でもお答えします。

事前申込みが必要です。（原則として予約制で
すが、当日の参加も歓迎します。）
※事前申込みをいただき、メールマガジン登録
をしていただいた方には本学の入試等に関する
情報をお送りいたします。
詳しくは山形大学ホームページ
をご覧ください。
www.yamagata-u.ac.jp/index-j.html
携帯サイトへはこちらから→

●医学部　飯田キャンパス（山形市）
　医学科／9：30～12：30 （受付／9：00～）
　※医学科は、13：30～16：00体験授業
　　（一日医学生）も開講します。
　看護学科／14：00～16：30 （受付／13：20～）
●工学部　米沢キャンパス（米沢市）
　9：50～16：30 （受付／9：00～）
●農学部　鶴岡キャンパス（鶴岡市）
　11：00～16：00 （受付／10：00～）

（金） （土）

飯田キャンパス　 医学部
米沢キャンパス　 工学部
鶴岡キャンパス　 農学部

小白川キャンパス
　人文学部・理学部
　地域教育文化学部

● なんでも相談コーナー

● 参加申込み受付中！

8 1 8 2

● 来場者特典

● 学生食堂体験

● 無料シャトルバスを運行します

大学院説明会

入学試験

公開講座等

地域教育文化学部

銅版画の世界
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山形大学の行事・催事のご案内です。
地域に根ざした大学としてみなさんのご参加をお待ちしています。

日時／9月27日（土）　10：00～11：30 
場所／附属幼稚園遊戯室（山形市）
募集人員／未就園児と保護者親子 30組
参加費／500円
問い合わせ／附属幼稚園
　　　　　　TEL 023-641-4446

日時／8月23日（土）　10：00～16：45 
場所／国際交流プラザ（山形市）
対象／一般の方（特別支援教育に関心のある方）
参加費／1,000円
問い合わせ／附属特別支援学校
　　　　　　TEL 023-631-0918

日時／7月26日（土）～8月23日（土）
　　　（各講座で開講日が異なります。）
場所／小白川（山形市）、米沢（米沢市）、鶴岡（鶴岡

市）のキャンパス及び酒田市、新庄市、金山
町の各会場（各講座で会場が異なります）

対象／教諭（各講座で受講対象者が異なります）
受講料／無料
その他／各講座の詳しい内容は山形大学ホ

ームページをご覧ください。
問い合わせ／修学支援ユニット　免許・資格担当
　　　　　　TEL 023-628-4712（直通）
E-Mail：kmkyom-men@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

高校生の皆さんによる藤沢作品の朗読発表
会を開催します。
本選／9月6日（土）13：30～17：00
会場／小白川キャンパス教養教育棟講義室（山形市）

一般の方から御応募いただいたエッセイの
朗読発表会を開催します。
発表会／9月20日（土）13：00～16：30
会場／工学部旧本館（米沢市）
問い合わせ／総務部総務ユニット
　　　　　　TEL 023-628-4004・4006

日時／8月6日（水）　10：30～16：00
場所／学術情報基盤センター第1実習室（山形市）
募集人員／教育関係者、保護者、学生
　　　　　午前の部 50人・午後の部 50人
参加費／  無料
問い合わせ／学術情報部情報企画ユニット（学術情報基盤センター）
　　　　　　TEL 023-628-4680

日時／8月1日（金）　10：00～16：00
場所／小白川キャンパス（山形市）
対象／教職員、学生及び一般の方
参加費／無料
問い合わせ／国際センター
　　　　　　TEL 023-628-4119

日時／7月26日（土）　10：00～12：00 
場所／附属小学校体育館（山形市）
募集人員／幼児、小・中学生とその保護者、幼稚園・保

育園・小学校・中学校・特別支援学校の教員
等 親子 50組（教員は親子でなくても可）

参加費／500円
問い合わせ／附属小学校
　　　　　　TEL 023-641-4443

日時／8月2日（土）　10：00～11：30 
場所／附属中学校（山形市）
募集人員／小・中学生とその保護者、一般の方 親

子 25組（教員は親子でなくても可）
参加費／無料
問い合わせ／附属特別支援学校
　　　　　　TEL 023-631-0918

日時／8月3日（日）　18：30～20：00 
場所／附属中学校（山形市）
募集人員／幼児、小・中学生とその保護者、幼稚園・保

育園・小学校・中学校・特別支援学校の教員
等 親子50組（教員は親子でなくても可）

参加費／無料
問い合わせ／附属中学校
　　　　　　TEL 023-641-4440

参加費／無料
問い合わせ／SCITAセンター
　　　　　　TEL 023-628-4506

日時／8月9日（土）　18：00～20：00
場所／S

サ イ タ

CITAセンター（山形市・理学部内）
募集人員／小学4年生～中学生及びその保護者 20人
参加費／無料
問い合わせ／SCITAセンター
　　　　　　TEL 023-628-4506

日時／8月4日（月）～8日（金）・12日（火） 
場所／理学部（山形市）
対象／高校生 
参加費／無料
問い合わせ／理学部事務ユニット
　　　　　　TEL 023-628-4505

日時／9月20日（土）・27日（土）
　　　13：00～16：00
募集人員／看護師、看護管理者、病院管理者、

看護学校管理者、山形県看護協会役
員、高校の進路担当教員等 100人

場所／医学部大講義室（山形市）
参加費／4,000円 テキスト代 3,000円
問い合わせ／医学部総務ユニット
　　　　　　TEL 023-628-5006

日時／8月2日（土）・3日（日）
　　　10：00～16：00
場所／工学部
対象／小・中学生
参加費／無料
問い合わせ／工学部事務ユニット企画調整役
　　　　　　TEL 0238-26-3002

日時／9月9日（火）　16：00～
場所／河合塾名駅キャンパス16号館名古屋校
対象／予備校生、高校生、高校教員、保護者、一般の方
参加費／無料
問い合わせ／工学部事務ユニット　研究支援チーム
　　　　　　TEL 0238-26-3004
www.yz.yamagata-u.ac.jp/edison/

望遠鏡を作って、観る

サイエンス・サマースクール inやまがた

医学部

工学部

科学フェスティバル

日本のエジソンが河合塾にやってくる!
有機ELの第一人者が語る

学術情報基盤センター

遠隔教育における
インターネット安全教室

国際センター

留学生による日本語発表会

附属学校

親子わくわくワークショップ

「障がい」って何?
疑似体験を通して心を育てる

親子で楽しむ夏の星座

幼児期の子育てを一緒に考えてみませんか?

夏季セミナー

脳科学に学ぶ
発達障碍児の理解と支援のあり方

教職研究総合センター

免許状更新講習（予備講習）
看護師のキャリア・アップを目指して

山形大学特別プロジェクト

「藤沢周平の山形 第3章 山形」
高校生朗読コンクール

「藤沢周平の山形 第4章 米沢」
エッセイ朗読発表会
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山形大学
Yamagata University

－地域に根ざし、世界を目指す－

●この「みどり樹」は下記URLからもご覧になれます。
URL : http://www.yamagata-u.ac.jp/html/kouhoushi.html
●「みどり樹」に対するご意見・ご質問等を、お気軽にお寄せください。
E-mail : sombun@jm.kj.yamagata-u.ac.jp
●「みどり樹」は、3月、6月、9月、12月に発行する予定です。

表紙の
ことば

編 集 後 記 E d i t o r ' s  N o t e

山形大学ホームページ　http://www.yamagata-u.ac.jp/index-j.html
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昨年度、大学会館や体育館の工事に加えて、各学部の建物の改修や改装が相次ぎ、小白川キャンパスの風景が変わりま
した。そして、季節は春から夏へと移り変わり、キャンパスの彩りも変化しています。地域に根ざした大学として、山
形大学は教育研究、地域貢献などの面でも変化を繰り返してきています。昨今の急激な変化に戸惑うことも多くなりま
したが、変化の中に変化しないものを見つけ、不変と思われるものから絶えず変化が生じていることを理解しなければ
ならないのかもしれません。今年度、「みどり樹」の編集体制が代わり、今回は新体制で初めての発行となります。その
ため、従来のよさを継承しつつ、誌面に多少の変化をつけてみました。本誌でその変化を感じていただけたでしょうか。
私たち編集委員は、山形大学の変わらぬよさを求め、変化する大学の姿をお伝えするために、新しい試みを取り入れな
がら、これからの誌面づくりを行っていきたいと思います。
（みどり樹編集委員会委員　出口毅）

　本学は昭和24年5月に新制大学として発足し、以来教育・研究・
地域貢献に真摯に取り組み、次世代を担う人材の育成、知の探求・
継承・発展及び豊かな地域社会の実現に努めてまいりました。
　また、当初文理学部、教育学部、工学部、農学部の4学部でス
タートした本学も、歴代学長をはじめとする教職員のたゆまぬ努
力、地域、本学卒業生等の関係各位の御尽力と御協力により、現
在では人文学部、地域教育文化学部、理学部、医学部、工学部、
農学部の6学部と、これらの学部を基礎とした社会文化システム
研究科、教育学研究科、医学系研究科、理工学研究科、農学研究
科の5研究科、その他各附属施設、学内共同教育研究施設等が設
置されており、約1万人の学生が在学する東日本有数の総合大学
に発展しております。
　さらに、平成16年4月の国立大学法人化を契機として、運営費
交付金が毎年減額される中で、自主・自立の大学運営に向けた経
営方法の改善や事務手続きの簡素化・迅速化など、全面的な大学
改革を進めてまいりました。
　今後も地域社会のニーズに的確に応え、より質の高い教育・研
究を通じて地域・社会に貢献できる大学を目指し、皆様からの御
協力を賜りながら魅力ある大学へ確実に進化を遂げていきたいと
考えています。
　また、大学の主役は学生であり、何よりも学生を大切にした大
学創りを進めていきたいと考えています。その一環として、学
生が存分に勉学に励み生活できる教育・研究環境を整備するため、
新たに「山形大学 YU Do Best奨学金」を創設いたしました。　
　そして、この奨学金を安定的かつ適切に運用し、山形県、さら
には我が国の「知の拠点」として多くの優秀な人材を輩出するとい
う大学としての責務を確実に果たすべく「山形大学未来基金」を発
足させることにいたしました。
　何卒、本基金の御趣旨に御理解、御賛同いただき、格段の御支
援を賜りますよう、お願い申し上げます。

国立大学法人山形大学長

何よりも学生を大切にする大学を目指して

※詳細は同封のパンフレットをご覧ください。

この日、非常勤講師として山大を訪れた山形交響楽団のト
ランペット奏者。プロならではの知識と経験を生かして学生
たちの指導にあたっていた。楽譜を見ながら的確にアドバ
イスする先生。厳しい練習の合間にはこんな談笑風景も。


